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論　文　の　内　容　の　要　旨
　革新型中小企業は，日本における近年の工業変化にともない形成・成長をとげてきた。従来，これらの企
業は，完成品メーカーや中核企業の下請け生産に従事していたものである。しかし，中核企業のグローバル
化に対応して，これらの企業は新規事業分野への展開をはかり，完成品メーカーにおける試作・開発部門
の外部化の進行とあいまって，革新型中小企業へと転換した。諏訪地域では 990 年前後，上伊那地域では
980 年代から 990 年代にかけて，試作・開発業務に参入する中小企業が多くみられた。他方，このような
過程で，革新型中小企業は，経営発展の主要な原動力として，技術力の向上に多くの努力をそそいできた。
技術的陶冶の中心は，試行などの体験的技術学習であり，そのさいには他社が保有する情報を積極的に吸収
して学習に利用している。したがって，革新型中小企業の形成過程においては，他社との企業間ネットワー
クが重要な役割をはたした。
　生産面での企業間ネットワークをみると，これらの企業は加工外注を活用して生産を行っているが，その
外注先は諏訪地域や上伊那地域が大半であった。その一方で，技術的に共通する部分については相互依存の
傾向がみられ，南信地域内部で広域的な相互補完関係が形成されている。機材の購入に関しては業種によっ
て性格が異なっており，近隣に立地する商社との取引きを中心とする機械加工系の企業群と，大都市圏に立
地する商社との結びつきが強い電機系やプレス・メッキ加工系の企業群に分けることができる。
　企業間ネットワークの活用は，技術的な側面でも重要な役割を演じている。試作業務や開発業務への参入
は，いずれの企業においても自社固有の技術を基盤としているが，その高度化にさいしては他社の情報が積
極的に活用された。各社が基盤とする汎用的な技術に関しては，多くの場合，地域内の先発企業や商社との
ネットワークを通じで情報収集が行われていた。これに対して，独自な製品や技術の開発で必要とされる新
奇性の高い技術は，大都市圏に立地する先発企業とのネットワークに依拠する場合が多くみられた。企業間
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ネットワークを通じて収集される情報は，試作品生産を中心とする機械加工系の企業では，機械加工に関す
る情報の収集および習得が中心であった。他方，自社製品や独自技術開発を中心とする企業においては，機
械加工に関する情報に加えて，市場ニーズや新奇技術に関する情報の収集が行われていた。革新型中小企業
では，これらの多様な主体から情報を収集して，試行などの体験的技術学習を行い，技術的な陶冶をとげて
きたといえる。また，企業間ネットワークの形成においては，かつて所属していた企業や知人の紹介など，
経営者自身の地縁的要素を指摘できる。それゆえ，大都市圏に立地する企業との広域的なネットワーク形成
においても，近隣地域に立地する取引企業を仲介者とする場合が多くみられた。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，985 年のプラザ合意による円高状況のもとで，従来の量産型経営では立ち行かなくなった中
小規模の製造企業が，どのようにして試作品生産や製品開発を主体とする革新型企業へ脱皮したかを，とく
に企業間ネットワークの役割と特性を分析することで解明したものである。このような着眼点は，従来，中
小企業が集積している大都市圏の工業地域についてみられたが，本研究を通じて，地方の中核工業地域（諏
訪地域）や周辺工業地域（上伊那地域）においても多数の革新型中小企業の形成がみられること，その形成
プロセスにおける企業間ネットワークの様態が，地方中核工業地域と地方周辺工業地域でそれぞれの地域的
性格を反映していることなどが明らかにされた。また，従来，試作・開発を行う革新型中小企業についての
研究は，イノベーションの導入に関する理論的な研究や，特定の企業や企業グループに関する事例研究が大
部分であったが，本研究では，事例地域に存在する革新型中小企業をリストアップし，関係者への詳細な聞
き取り調査によって企業間ネットワークの実態を具体的に解明している。以上のような研究成果は，従来の
工業地理学や経済地理学に新たな知見を加えるものとして高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
